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文化庁長官

青柳 正規

基調講演 パネルトークいけばなパフォーマンス

華道「未生流笹岡」家元

笹岡 隆甫

明日の京都 文化遺産プラットフォーム事務局（立命館大学 社会連携課）　
〒604-8520  京都市中京区西ノ京朱雀町１番地
TEL：075-813-8166（平日9：00～17：30） FAX：075-813-8167 　
mail：info@tomorrows-kyoto.jp

主　 催　明日の京都 文化遺産プラットフォーム
後　　援　京都府、京都市、京都仏教会、京都府神社庁、京都商工会議所、
　　　　  京都経済同友会、公財・京都文化交流コンベンションビューロー、
　　　　  公財・陽明文庫、公財・冷泉家時雨亭文庫、京都新聞

お問合せ

申込は
裏面へ

平成26年

10月13日（月・祝）
立命館大学 
朱雀キャンパスホール
（定員45０名）

応募者多数の場合は抽選

13:00～16:00（開場12:30）

記
録
が
結
ぶ「
時
の
絆
」

〜
世
界
記
憶
遺
産
〜

名和 修（公財・陽明文庫理事 文庫長）
冷泉 貴実子（公財・冷泉家時雨亭文庫常務理事）
山下 美晴（舞鶴引揚記念館 館長）
井口 和起（京都府特別参与）
コーディネーター　
松浦 晃一郎
（会長／前ユネスコ事務局長）
※いずれも敬称略

陽明文庫「御堂関白記／寛弘元年２月６日」（ユネスコ記憶遺産登録／国宝）

事前申込み

冷泉家時雨亭文庫「明月記／寛喜２年11月8日／藤原定家自筆」（国宝）

舞鶴引揚記念館「わが青春の浪漫抄より『こんなひと時は
捕虜である自分を忘れる』」

陽明文庫「花木真写／芙蓉」（国宝）

東寺百合文書「大巷所差図案」（国宝） 東寺百合文書桐箱「ノ箱」（国宝）

撮影＝久保田康夫（STUDIO BOW）
「婦人画報」（ハースト婦人画報社）
2013 年 1 月号掲載写真



記録が結ぶ「時の絆」～世界記憶遺産～

入 場 料 応募
方法募集定員

応募締切

無料（自由席）
450名 ※応募多数の場合は抽選

10月5日（日）必着

名和　修
公財・陽明文庫理事 
文庫長

冷泉 貴実子
公財・冷泉家時雨亭文庫
常務理事

山下 美晴
舞鶴引揚記念館 館長

井口 和起
京都府特別参与

●コーディネーター

松浦 晃一郎
明日の京都 文化遺産
プラットフォーム会長

※メールの方は上記内容をご記入の上、お申し込みください。  info@tomorrows-kyoto.jp

フリガナ

フリガナ

フリガナ

参加人数 合計　　　　　　　　　　　　名
（代表者含）

参加者氏名（代表者以外）

◯氏名

◯氏名

代表者名

ご住所　〒

TEL／携帯 FAX

E-mail　　　　　　　　　　　　　＠

参 加 お 申 し 込 み

FAX応募用紙 FAX 075-813-8167

お申し込み
方法

下記のお申し込み内容をご記入の上、FAXまたはメール・ハガキで
お申し込みください。当選者の発表は参加証（ハガキ）の発送をもっ
て代えさせて頂きます。 参加証は代表者の方へお送りします。
参加証は10月7日（火）発送予定です。

※応募時にご記入を頂いた個人情報は、本フォーラムに関するご連絡、主催する団体の事業のご案内や各種連絡の目的のみ使用いたします。
※ご記入いただいた内容に不備がある場合は、ご参加いただけない場合がございます。

明日の京都文化

★ホームページ上の申し込みフォームからもお申し込みが可能です。

■立命館大学　朱雀キャンパス
　 ●JR・地下鉄東西線二条駅、下車すぐ
　 ●京都市バス・JRバス「千本三条・朱雀立命館前」下車
　 ●阪急電車大宮駅、徒歩約10分
　※駐車場、駐輪場がありませんので、
　　自動車・バイク・自転車での来場はできません。
　　公共交通機関を利用して、ご来場ください。
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ＨＰ　http://tomorrows-kyoto.jp
公式Facebook　https://www.facebook.com/tomorrows.kyoto

第４回　フォーラム

※参加証は代表者の方へお送りします

記録が結ぶ「時の絆」～世界記憶遺産～
　藤原道長が綴った日記、東寺に伝来し1000年にわたり大切に伝承された記録・文書群、筆舌に耐え難い戦後の苦難の体験を物語る資料、そし
て、公家文化を今に伝えることのできる書、京都に残る様 な々記録には、その時代を生きた人々の様 な々思い、ドラマが秘められています。記録が、私
たちに何をもたらすのか、私たちは、どういうメッセージを受け取り、それを未来にどう伝えていくのか、世界記憶遺産に関わる京都の記録を通して考
えます。

パネリスト（敬称略） 会場アクセス


